
 

温泉モニタリングシステム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

温泉資源を大切に末永く利用するためには、源泉の湧出量や温度、性状を連続してモニ
タリングすることが効果的です。当社は物理検層、掘削モニタリングで培った技術を用い、
様々な状況に対応できる温泉モニタリングサービスを展開しています。源泉や給湯場での
お湯の温度、流量のほか、電気導電率、水素イオン指数(pH)、水位、源泉画像等を連続測
定し、インターネット経由でリアルタイムに閲覧できるシステムを提供しています。 
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温泉モニタリングは、測定対象となる温泉ごとに測定環境が異なります。当社は、自然

湧出泉、掘削自噴泉、掘削揚湯泉、送湯管、貯湯タンクなど多様な環境における測定実績
があります。環境の違いに柔軟に対応した最適な計測システムをデザインし、正確なデー
タを提供しています。 

 

 インターネットを利用し、遠隔地の PCやスマートフォンでリアルタイムにデ
ータをモニタリングできます。 

 設定した上下限しきい値の超過をいち早く知らせます。 
 地点毎の生データ(CSVフォーマット)・グラフを任意のタイミングで取り込

み、表示させることができます。 
 お客様の要求に合わせたセンサの選定を行います。 
 外部電源が無い場合はソーラーパネルやバッテリー※を使用することで測定を

可能とします。 
 外気温、大気圧、湿度、バッテリー電圧は標準測定項目です。 
 周辺環境の静止画像を定期的に自動送信も可能です。 
 データ収録・伝送装置は自社開発したコンパクトな装置です。 

※ バッテリー電源の場合、フル充電で通常 2～3ヶ月程度稼働します。 

※ バッテリーの増設で測定期間を延長することも可能です。 

※ バッテリー使用時は外気温の影響でバッテリー寿命が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おゆれこ」の特徴



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点別の配湯状況およびタンク容量、温度、流量、ポンプ電流値等を「可視化」し、表
示します。指定した上下限値を超えた場合、該当箇所が赤く点滅し、異常を即座に知らせ
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点別に取得されたデータを時間軸スケールでグラフ化し、任意の時間の数値データを
表示します。データ収録間隔は、1分毎～12時間毎（18通り）から選択が可能です。デ
ータのプレイバックは、1 日間～3 年間まで(6 段階)の表示が可能で、短期的な変化から
季節変動による変化もとらえることができます。 

 

モニタリング閲覧画面



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工事例

例 1：バイパス管を製作して各種センサを設置 
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例 4：井戸に応じたレイアウトで計測 
（実際には屋根を設置） 

例 3：バッテリー電源による計測 

例 2：配管を切断せずに流量計を設置 
(断熱材のみカット) 

例 6：データ収録・伝送装置 例 5：貯湯タンクに設置したレベル計 


